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「アガペ」（題字・伊藤博胤）

日本社会事業大学同窓会北海道支部【（２０１５年２月１０日発行 第１０号】

（事務局・仁木町大江２-４５７大江学園内 ０１３５－３２－３６６２）

同窓会北海道支部の活動に寄せて同窓会北海道支部の活動に寄せて (「アガペ」第１０号記念)

同窓会顧問（本科１０期・１９５０年卒） 伊藤 博胤

社大同窓会北海道支部のみなさん、お元気で新しい年を迎えられたことと思います。明

るい希望の持てる、そして健康である“羊年”となるよう努めていきましょう。

我らが母校は、１年後に創立７０周年を迎えます。敗戦後の１年目、ＧＨＱの要請で開学

し、今日に至っています。

その歩みを見ると、開学初期の頃から「日本社会事業学校同窓会」が誕生していたという

記録があり、会長には校長の名前がありました。残念ながら会則などは見当たりません。し

かし、学校出発時から、母校としても同窓会組織が大切であると積極的に考えられていたと

思われます。

さて、道支部会には、新年の会（新春セミナー・新年会）、秋季セミナーと、できるだけ参

加させていただいています。毎回、新しい会員と出会うことができます。また、社会福祉現場

の課題及びその課題における取り組みなど、セミナー自体は講演、シンポジウム、実践報

告と多彩です。母校の事務職員また元事務職員や同窓会事務局担当として、少しでも同窓

生の実践される姿や現実を学び取らねばとの思いでの参加です。

嬉しく思ったのは、大成長された卒業生の姿でした。日本社会事業史を担当されていた

吉田久一先生が、「卒業後２０年経たないと学生の評価ができないね」とよく口にされていま

した。全くその通りだと実感します。

道支部のセミナー等は、その全てが同窓会員によるものではないユニークさがあります。

シンポジストのメンバー、運営や報告者に、社大以外の関係者や社会福祉に関心のある方

が多く参加されています。懇親の場にも、です。

ずーっと続けていってください。地域持ち回りで、その地の課題、その地の会員や従事さ
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れている方の登場など、組織や世代を超えての学び合う場としてのプログラムはとても重要

です。講演会、シンポジウム、実践報告、施設訪問など充分なものがそれぞれの地で組み

立てられています。

いつも思っていることです。この様な道支部を支えている事務局（財政や広報担当）の方

々に感謝をしたい。これらがあってこその道支部の姿でしょう。ありがたいことです。

次に、私がいま気になっていることについて記したいと思います。また、このことを取り上

げていただく場なども設けて下されば、うれしいですね。

それは、社会福祉士が国家資格として誕生した法が施行されたことを境に、社会福祉教

育での大きな変化があったと聞いています。

そもそも大学教育は「自学自修」がベースとしてあります。しかし、国家資格を目指すに

は、国家資格を取得できる大学教育が、科目指定とともに科目ごとの年間の時間数や、毎

時間のシラバスまでもが求められ、出欠の確認や補講のことまでが示されている有様で

す。この他、各時間の授業評価が義務づけられています。この評価が、指定科目全てと担

当教員ごとの評価結果となり、公表されてもいます。文部省の学習指導要領の大学版と申

し上げれば言い過ぎでしょうか。そして、こののち国家試験があるのです。

教養人としての人間形成を目指す大学教育は、全ての国家資格取得教育が社会福祉士

資格取得を目指す教育と同じなのでしょうか。また、社会福祉の世界では、あの「三科目主

事」も残されたままとなっています。

教育の現場がどの様な枠組みとなっているのか。このことについて学習する場があれば

ありがたい、との思いです。

同窓会と大学との関係での課題は、入試や就職、社会福祉実習や講師派遣など数多く

あります。“アガペ”等での道支部の積極的な提案では、高校訪問や就職相談が示されて

います。母校との協議をもっともっと深めていかなければならないと思います。

その点では、今後とも大いに支部からも発言していただきたい！

P.S. 私の思いつきで、以下のようなことも考えました。

北海道支部会員に、２人の社会福祉とは直接つながりの無い方が居られます。

Ｆさん（現姓・Ｓさん）は、紋別で酪農をされています。本科９期生（１９５８年卒）です。また

Ｓさんは、士幌で自動車販売・整備業を経営している学部１９期生（１９７９年卒）です。この

方々の事業実績は、マスコミなどで知る範囲です。現実はどうなのでしょうか。伺ってみたい

のですが…。同窓会は社会福祉の枠での論議が中心となりがちです。しかし、他の世界の

方々の事業や生活はどの様なのか、直接尋ねてみたい気がしています。こうしたことも、道

支部としてよろしくご検討くだされば幸いです。
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２０１５年新春セミナーを開催２０１５年新春セミナーを開催
２０１５年が明け、１月２４日の土曜日、札幌市の「ででんがでん」において、標記が開催さ

れました。

全道から１２人が集まり、楽しいひとときを過ごしました。

新春セミナーはまず、村上会長就任以来の「学ぶ同窓会」の趣旨に基づき、新春学習会

から始まりました。

今回の講師は、村上会長ご推薦、老施協在宅サービス委員長及び北海道会長の瀬戸さ

ん（札幌の社会福祉法人で事務局長兼総合施設長）です。

当日は、「社会福祉法人改革の動向ー社会保障審議会福祉部会の議論からー」と題し

て、以下のような報告をしてくれました。

・ 国はどうにでも、年度内に社会福祉法人の「改革」を進めたい、と考えている

・ まずは、法人理事の義務と責任を明記し、理事長を代表権を有する者と位置づける

・ 理事の定数は６人以上とし、理事会を意志決定機関とする

・ 評議員会は、最終的な議決機関とし、理事、監事、会計監査人の報酬、選任、解任等の議

決権を付与する

・ 定数は、理事の定数を超えるものとし、理事の兼職を禁止し、任期は４年とする

・ 理事会等による選任、解任はできないこととし、中立公正な立場で審議できる者とする

・ 監事・会計監査人は、評議員会において選任、解任し、法律で２名以上と定める

・ また、収益７～１０億円以上もしくは負債２０億円以上の場合は、会計監査人を置く

・ 運営の透明性の確保として、定款、事業計画書、役員報酬基準を閲覧対象とし、貸借対

照表、収支計算書、役員報酬基準を公表対象とする

・ また、役員区分ごとの報酬総額を、現行報告書に追加する

・ 余裕財産（事業継続に必要な財産でないもの）を明確化し、それを地域公益活動に再投下

する

・ 地域公益活動は、①社会福祉を目的とするもの、②地域におけるニーズがあるもの、③公

的精度による給付対象外のもの、を①からの優先順位で行う

以上を受けて、論議となりました。しかし、まだまだ検討課題も多い中、「どうしても年度内」と

いう国の方針には疑問あり！、という意見が大勢でした。また、「課税はされるだけで、法人自体

の仕組みは変わらない」ことへの懸念も出されました。

貴重な学習会後は、定期総会となりました。議長に髙田氏が就き、まずは村上会長のあ

いさつです。

村上会長は、昨年のセミナーに触れつつ、地域で支えることの重要さと大変さがあるから

こそ、同窓会の役割がさらに重要であることを指摘しました。また、瀬戸報告を踏まえ、介護

保険の来年度減額は２．２７％と言われているものの、実際には４．４６％の減額であり、デ

イと特養が狙い撃ちされるだろう。さらには、「次回も下げるよ」というメッセージまでついて

いる。兎に角、「内部留保」の１施設あたり３億円を使わせる、次は課税もという流れであろ
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う、と分析しました。障害と保育は全額国庫のため、今回は免れたものの、必ずここにも手

を出すであろう。

「福祉」という言葉が使われなくなった今日、私たちは社会福祉の原点に立った実践をし

ていく必要があるのではないか、と締め括りました。

続いて、総会の議事に入り、金子事務局長が、２０１４年の事業報告及び決算、秋季セミ

ナー決算、２０１５年の事業計画及び予算を報告及び提案しました。議案はすべて、満場一

致で可決されました。

また、今年の秋季セミナーの開催について、三上副会長より、①１０月開催をめざす、②

道同窓会中心の秋季セミナーとする、とした上で、「できる限り早めに基本的な方向性を提

案できるようにしたい」との開催準備の発言がありました。これに小林先輩も賛同し、今後

は、現地実行委員会と事務局を中心に詳細を詰めていく予定です。

これにより議事はすべて終了し、議長退任となりました。

こののち、三上副会長の音頭で乾杯し、懇親会に入りました。

懇親会ではいつもどおり、席の隣り同士で話が盛り上がり、また、参加者の近況報告も行

われました。

この中では、先の社会保障審議会福祉部会の議論を踏まえ、社会福祉現場の頑張り、とりわ

け社大同窓会の存在意義について多くの意見が出されました。

また、そのためにも、今回は出席できなかった同窓生（欠席の葉書には、多くの方がメッセー

ジを書いている）が、長老も若い人たちも一堂に会する機会を持つべきではないかという意見が

出されました。

懇親会そのものは、開始から３時間以上経って、木村副会長の音頭で乾杯し、「また会いまし

ょう」、と和やかに閉幕となったのでした。

「野村健さんを偲ぶ会を開催しよう！」
先の話し合いの中で、北海道同窓会は、４０年以上前から開催していること、その中心には野

村健さんが常にいたこと、が話題となりました。

そこで、同窓会には今後とも、健さん世代の先輩たちにも大いに参加していただきたいし、ま

た北海道に戻って来ている若い層にも参加を促したい。かつては結構な数の人たちが同窓会に

出席していたことを鑑み、「健さんに出張ってもらって、同窓会の活性化を図ろう！」ということに

なりました。

４月もしくは５月くらいに、札幌で、ということになりました。事務局を中心に、「酒の上の出来

事」にならないように、秋季セミナー同様に、「偲ぶ会」実現に向け準備を進めていきたいと考え

ています。みなさまの特段のご協力をよろしくお願いします。

＊ 今回の「アガペ」は、第１０号となるため、「伊藤さん」にお願いして寄稿していただき

ました。伊藤さんよりは同窓会活動についての提案もあり、道同窓会としては今後は、こ

れらも実現していきたいと思っています。みなさまのさらなるご協力をお願いします。


